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巻五「勧進帳の事」

巻一「妓王の事」

巻六「小督の事」

巻三「有王が島下りの事」



119 國學院大學図書館所蔵奈良絵本『平家物語』考

巻八「名虎の事」

巻七「木曽の願書の事」

巻九「木曽の最期の事」

巻七「忠度都落の事」
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巻十一「嗣信最期の事」

巻九「敦盛最期の事」

巻十二「土佐坊斬られの事」

巻十一「那須与一の事」
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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』(

以
下
、
國
學
院
本
と
略
す)

の
特
徴
と
諸
本
間
で
の
位
置
づ
け
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
國
學
院
本
の
書
誌
を
示
す
。

　
　
　
　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
考

山　

本　

岳　

史　
　
　

〈
請
求
番
号
〉
貴
四
二
八
八
～
四
二
九
九

〈
外　
　

題
〉「
平
家
も
の
か
た
り　
一
（
～
十
二
終
）」

　
　
　
　
　

 （
表
紙
中
央
原
装
題
簽
。
金
砂
子
散
ら
し
）   

〈
内　
　

題
〉「
平
家
物
語
巻
第
一
（
二
～
六
、八
～
十
二
）」

　
　
　
　
　
　

巻
七
ナ
シ

〈
目
録
題
〉 「
平
家
物
語
巻
第
一
目
録
」（
二
～
七
、九
～

十
二
）、「
平
家
物
語
巻
第
八
」  　
　

〈
尾　
　

題
〉「
平
家
物
語
巻
第
三
」（
四
、十
～
十
二
）

〈
巻　
　

冊
〉
十
二
巻
十
二
帖

〈
残
欠
状
況
〉
完
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
保
存
状
況
〉
良
好
。
虫
損
あ
り
。

〈
装　
　

訂
〉
列
帖
装
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〈
表　
　

紙
〉
金
茶
色
牡
丹
唐
草
文
様
（
裂
・
原
装
）　

〈
寸　
　

法
〉
縦
二
三
・
四
糎
×
横
一
七
・
三
糎

〈
見
返
し
〉
金
地
布
目
型
押
文
様

〈
料　
　

紙
〉
斐
紙
（
銀
泥
の
下
絵
あ
り
）

〈
本
文
用
字
〉
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

〈
一
面
行
数
〉
十
行

〈
字　
　

高
〉
約
一
八
・
五
糎
（
巻
七
～
九
：
約
二
〇
・
〇
糎
）

〈
丁　
　

数
〉 

巻
一
99
丁
（
遊
紙
前
1
丁
）、
巻
二
114
丁
（
遊

紙
前
1
丁
、
後
6
丁
）、
巻
三
100
丁
（
遊
紙
前

1
丁
、
後
2
丁
）、
巻
四
95
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、

後
1
丁
）、巻
五
86
丁（
遊
紙
前
1
丁
、後
2
丁
）、

巻
六
71
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
1
丁
）、
巻

七
61
丁
（
遊
紙
ナ
シ
）、
巻
八
55
丁
（
遊
紙
前

1
丁
、
後
1
丁
）、
巻
九
78
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、

後
3
丁
）、巻
十
88
丁（
遊
紙
前
1
丁
、後
1
丁
）、

巻
十
一
94
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
1
丁
）、
巻

十
二
82
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
3
丁
）

〈　

絵　

〉�

巻
一
7
図
、
巻
二
4
図
、
巻
三
4
図
、
巻
四
4

図
、
巻
五
4
図
、
巻
六
3
図
、
巻
七
4
図
、
巻

八
4
図
、
巻
九
4
図
、
巻
十
4
図
、
巻
十
一
3

図
、
巻
十
二
4
図

　
　
　
　
　
　

合
計
：
49
図

　
　
　
　
　
　

＊
見
開
き
絵
（
両
絵
）
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
　

＊
挿
絵
丁
の
半
葉
は
空
白
。　　

　
　
　
　
　
　

＊
丁
の
表
裏
と
も
に
空
白
箇
所
あ
り
。

　
　
　
　
　
　

＊
本
文
丁
の
半
葉
に
空
白
箇
所
あ
り
。  　
　

〈
書
入
・
貼
紙
〉
ナ
シ
。
塗
抹
訂
正
箇
所
あ
り
。

〈
奥　
　

書
〉
ナ
シ

〈
書
写
年
代
〉
江
戸
時
代
前
期

〈
印　
　

記
〉�「
津
輕
／
蔵
書
」(

朱
長
方
印
・
目
録
丁
、
巻
三

の
み
本
文
冒
頭)    　
　

〈
そ
の
他
〉
津
軽
家
旧
蔵
。       　

　
　
　
　
　
　

 

本
文
は
少
な
く
と
も
二
人
以
上
の
筆
か
ら
な
る

か
。（
特
に
巻
七
～
九
は
他
巻
と
筆
跡
が
異
な
る
）
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國
學
院
本
は
十
二
巻
十
二
帖
で
、
牡
丹
唐
草
文
様
の
裂き
れ

表
紙
を
用
い
て
列
帖
装
に
仕
立
て
た
、
い
わ
ゆ
る
豪
華
本
で
あ
る（

1
（

。
各
冊
目
録

丁
に
「
津
輕
蔵
書
」
の
印
記
が
あ
り
（
口
絵
参
照
）、
弘
前
藩
津
軽
家
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
前
藩
は
、
家
老
直
属
の

用
人
で
あ
っ
た
楠
美
家
が
平
曲
を
伝
え
て
以
来
、
藩
を
あ
げ
て
平
曲
を
伝
承
し
て
お
り
、『
平
家
物
語
』
と
の
関
係
の
深
い
土
地
で
あ
る（

2
（

。

こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
國
學
院
本
は
津
軽
家
の
依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
制

作
の
事
情
や
伝
来
を
示
す
文
献
資
料
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、「
津
輕
蔵
書
」
の
印
記
が
使
用
さ
れ
た
時
期
の
特
定
も
で
き
て
い
な
い
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
本
書
の
制
作
事
情
に
つ
い
て
は
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
挿
絵
は
全
部
で
四
十
九
図
あ
り
（《
挿
絵
場
面
一
覧
》
参
照
）、

す
べ
て
半
葉
で
見
開
き
の
絵
は
な
い
。
ま
た
、
挿
絵
の
あ
る
丁
の
半
葉
は
す
べ
て
空
白
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
空
白
箇
所
が
複
数

確
認
で
き
る
。
管
見
の
限
り
、
空
白
箇
所
に
糊
の
跡
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
そ
こ
に
も
と
も
と
挿
絵
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

制
作
当
初
か
ら
空
白
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二
、
國
學
院
本
の
特
徴

　

國
學
院
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
本
文
、
挿
絵
と
も
に
、『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
版
本
で
あ
る
、
寛
文
十
二
年
版
・
天
和
二
年
版
系
統

を
典
拠
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

國
學
院
本
の
特
徴
に
言
及
す
る
前
に
、
ま
ず
は
『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
版
本
の
種
類
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
平
家
物
語
』
の
絵

入
り
版
本
は
、
大
き
く
六
種
に
分
類
さ
れ
る（

3
（

。
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『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
版
本

   　
　
　

①
明
暦
二
年
版
【
一
六
五
六
】

   　
　
　

②
寛
文
十
二
年
版
【
一
六
七
二
】（
天
和
二
年
版
【
一
六
八
二
】）

   　
　
　

③
延
宝
五
年
版
【
一
六
七
七
】（
貞
享
三
年
版
・
元
禄
四
年
版
・
宝
永
七
年
版
・
享
保
十
二
年
版
）

   　
　
　

④
元
禄
十
一
年
版
【
一
六
九
八
】（
万
屋
清
兵
衛
版
）

   　
　
　

⑤
無
刊
記
版
（
ひ
ら
が
な
十
四
行
本
）

   　
　
　

⑥
元
禄
十
二
年
版
【
一
六
九
九
】（
横
本
） 

寛
文
十
二
年
版
（
以
下
、
寛
文
版
と
略
す
）
は
、
二
番
目
に
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
版
本
で
、
寛
文
十
二
年
版
を
基
に
し
て
出
版
さ
れ
た
の

が
天
和
二
年
版
（
以
下
、
天
和
版
と
略
す
）
で
あ
る
。
最
初
に
出
版
さ
れ
た
明
暦
二
年
版
（
以
下
、
明
暦
版
と
略
す
）
と
寛
文
版
の
違
い

に
つ
い
て
、
出
口
久
徳
氏
は（

4
（

、

　
　

 

明
暦
版
は
、
以
後
の
絵
入
り
版
本
に
利
用
さ
れ
た
絵
も
多
く
、
近
世
期
に
制
作
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
絵
入
り
写
本
と
も
結
び
つ
き
が

強
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
し
た
明
暦
版
に
続
き
、
十
六
年
後
に
挿
絵
を
新
た
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
寛
文
版
で
あ
る
。
以
後

の
延
宝
五
年
版
（
一
六
七
七
）
や
元
禄
十
一
年
版
（
一
六
九
八
）
等
が
明
暦
版
の
挿
絵
を
典
拠
と
し
た
部
分
が
確
認
で
き
る
の
に
対

し
、
寛
文
版
と
明
暦
版
と
は
関
わ
り
が
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
い
。
明
暦
版
と
の
差
異
化
が
意
識
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
出
口
氏
は
、
寛
文
版
の
本
文
丁
と
挿
絵
丁
の
関
係
に
つ
い
て（

5
（

、

　
　

・
挿
絵
と
本
文
は
別
に
刷
ら
れ
、
同
一
の
丁
に
な
ら
な
い
。
見
開
き
一
両
図
な
し
。

　
　

・
本
文
と
挿
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
、
数
字(

丁
数)

が
付
さ
れ
る
。
挿
絵
が
本
文
の
ど
の
位
置
に
入
る
か
は
指
示
さ
れ
て
い
な
い
。

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
寛
文
版
の
性
格
を
ふ
ま
え
て
、
國
學
院
本
の
挿
絵
と
本
文
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。
寛
文
版
と
天
和
版
の
挿
絵
は
す
べ
て
一
致
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
に
も
独
自
の
挿
絵
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
挿
絵

の
比
較
に
寛
文
版
を
用
い
た
。
な
お
、
本
文
に
つ
い
て
は
天
和
版
の
出
版
に
際
し
て
寛
文
版
の
版
木
に
修
正
を
加
え
て
い
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
改
め
て
寛
文
版
と
天
和
版
の
間
で
細
か
く
版
面
の
異
同
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅰ�

挿
絵
の
特
徴

　

國
學
院
本
の
挿
絵
は
全
部
で
四
十
九
図
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
寛
文
版
に
依
っ
て
お
り
、
独
自
の
挿
絵
は
一
図
も
な
い
。
見
開
き

の
絵
が
な
い
と
い
う
点
も
寛
文
版
と
共
通
し
て
い
る
。
加
え
て
、
先
述
の
出
口
氏
の
ご
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
文
版
に
は
章
段
と
挿
絵

の
位
置
が
一
致
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
國
學
院
本
は
こ
の
点
も
共
通
し
て
い
る
。

　

次
に
國
學
院
本
と
寛
文
版
の
挿
絵
の
構
図
に
注
目
し
て
み
た
い
。
本
稿
の
後
に
付
し
た
《
参
考
画
像
一
覧
》
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

①
・
②
・
③
は
、
巻
二
「
西
光
が
斬
ら
れ
の
事
」
の
成
親
が
清
盛
邸
に
連
行
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
國

學
院
本
と
寛
文
版
は
、
人
物
の
配
置
や
背
景
な
ど
、
全
体
の
構
図
が
極
め
て
近
い
。
一
方
、
明
暦
版
は
成
親
の
配
置
や
人
物
の
数
、
植
物
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の
有
無
な
ど
、
國
學
院
本
・
寛
文
版
と
は
相
違
点
が
多
い
。
続
い
て
、
④
・
⑤
・
⑥
巻
十
一
「
那
須
与
一
の
事
」
の
挿
絵
で
は
、
國
學
院

本
と
寛
文
版
と
の
間
に
日
の
丸
の
描
か
れ
た
扇
や
海
に
落
ち
た
矢
が
有
る
か
無
い
か
と
い
っ
た
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
の
構
図

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
明
暦
版
は
、
丁
の
表
裏
を
使
用
し
た
長
大
図
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
國
學
院

本
や
寛
文
版
と
は
ま
っ
た
く
違
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
國
學
院
本
の
挿
絵
は
、
人
物
の
配
置
や
画

面
の
向
き
な
ど
、
全
体
の
構
図
が
寛
文
版
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
文
版
を
典
拠
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
國
學
院
本
の
挿
絵
が
す
べ
て
寛
文
版
に
依
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
場
面
も
あ
る
。
例
え

ば
、
⑦
・
⑧
巻
一
「
殿
上
の
闇
討
の
事
」
の
忠
盛
が
鞘
巻
を
差
し
て
参
内
す
る
場
面
で
は
、
右
上
の
襖
絵
の
文
様
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
⑨
・
⑩
巻
八
「
太
宰
府
落
ち
の
事
」
の
清
経
入
水
の
場
面
で
は
、
國
學
院
本
は
清
経
が
烏
帽
子
を
被
っ
て
い
る
が
、
寛
文
版
で
は

烏
帽
子
を
被
っ
て
お
ら
ず
、
大
童
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑪
・
⑫
巻
七
「
経
正
の
都
落
の
事
」
の
経
正
が
仁
和
寺
御
室
に
青
山

の
琵
琶
を
返
す
場
面
で
は
、
寛
文
版
の
左
下
に
僧
が
二
人
描
か
れ
て
い
る
が
、
國
學
院
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は

ご
く
一
部
で
あ
り
、
他
の
箇
所
に
も
似
た
よ
う
な
異
同
が
確
認
で
き
る
。
総
じ
て
國
學
院
本
は
、
寛
文
版
に
比
べ
て
簡
略
な
場
合
が
多
い
。

　

國
學
院
本
と
寛
文
版
の
挿
絵
を
比
較
し
て
、
本
文
の
内
容
に
関
わ
る
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
⑬
・
⑭
巻
十
二
「
紺
搔
の
沙
汰

の
事
」
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
、
頼
朝
が
文
覚
か
ら
父
・
義
朝
の
首
を
受
け
取
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
本
文
は
次
の
通
り
で
あ

る（
6
（

。

　
　

 

同
じ
き
八
月
廿
二
日
、
高
尾
の
文
覚
上
人
、
故
左
馬
頭
義
朝
の
う
る
は
し
き
頭
と
て
、
尋
ね
出
し
て
首
に
か
け
、
鎌
田
兵
衛
が
首
を

ば
、
弟
子
が
首
に
か
け
さ
せ
、
関
東
へ
ぞ
下
ら
れ
け
る
。（
中
略
）
聖
、
今
日
す
で
に
鎌
倉
へ
入
る
と
聞
え
し
か
ば
、
源
二
位
、
片

瀬
河
の
端
ま
で
迎
へ
に
ぞ
出
で
給
ふ
。
そ
れ
よ
り
、
色
の
姿
に
い
で
た
ち
て
、
鎌
倉
へ
帰
り
入
ら
る
。
聖
を
ば
大
床
に
立
て
、
我
が
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身
は
庭
に
立
つ
て
、
泣
く
〳
〵
父
の
頭
を
請
け
取
り
給
ふ
ぞ
、
あ
は
れ
な
る
。

　

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
本
文
で
は
文
覚
が
大
床
に
立
ち
、
頼
朝
が
庭
に
立
っ
て
義
朝
の
首
を
受
け
取
っ
た
と
あ
る
。
寛
文
版
は
、
傍

線
部
の
本
文
を
基
に
し
た
人
物
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
文
覚
が
三
方
に
乗
せ
た
義
朝
の
首
を
頼
朝
に
渡
す
と
こ
ろ
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

一
方
、
國
學
院
本
は
全
体
の
構
図
は
寛
文
版
に
依
り
な
が
ら
も
、
文
覚
は
義
朝
の
首
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
國
學
院
本
の
絵
で
は
、
話

の
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
も
は
や
何
の
場
面
か
わ
か
ら
な
い
。
國
學
院
本
が
義
朝
の
首
を
描
か
な
か
っ
た

背
景
に
は
、
残
酷
な
場
面
を
絵
画
化
す
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
っ
た
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ�

本
文
の
特
徴

　

國
學
院
本
の
本
文
は
、
挿
絵
と
同
じ
く
、
寛
文
版
・
天
和
版
系
統
の
本
文
を
典
拠
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の

は
、
章
段
の
立
て
方
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
と
し
て
巻
六
の
目
録
丁
を
挙
げ
た
が
（《
本
文
比
較
画
像
一
覧
》
参
照
）、

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
國
學
院
本
と
寛
文
版
は
各
章
段
に
番
号
を
記
す
点
で
共
通
し
て
い
る
。
比
較
と
し
て
挙
げ
た
明
暦
版
や
最
初

の
平
仮
名
整
版
本
で
あ
る
寛
永
三
年
版
で
は
、
章
段
番
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い（

7
（

。
ま
た
、
例
に
挙
げ
た
巻
六
目
録
で
は
、
國
學
院
本
と
寛

文
版
は
、
漢
字
の
宛
て
方
や
字
母
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
お
お
む
ね
全
巻
に
亘
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
で
、
版
本
で
漢
字
表
記
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
平
仮
名
に
改
め
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
る
（《
本
文
比
較
画
像
一
覧
》

参
照
）。
一
例
と
し
て
、
比
較
的
漢
字
表
記
の
多
い
巻
一
「
祇
園
精
舎
の
事
」
を
挙
げ
た
が
、
寛
文
版
で
「
諸
行
」、「
花
」、「
色
」、「
盛

者
必
衰
」、「
者
」、「
春
」、「
夜
」、「
夢
」
と
表
記
し
て
い
た
箇
所
を
、
國
學
院
本
で
は
平
仮
名
に
改
め
て
い
る
。
奈
良
絵
本
は
、
作
品
の

ジ
ャ
ン
ル
に
関
係
な
く
、
一
般
的
に
平
仮
名
を
多
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
國
學
院
本
も
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
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ろ
う
。

Ⅲ�
寛
文
版
・
天
和
版
の
挿
絵
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
、
國
學
院
本
が
寛
文
版
・
天
和
版
系
統
を
典
拠
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
き
た
が
、
國
學
院
本
が
参
照

し
た
の
は
寛
文
版
と
天
和
版
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
、
少
し
く
推
測
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
寛
文
版
と
天
和
版
の

挿
絵
の
扱
い
の
違
い
、
特
に
巻
ご
と
の
挿
絵
の
数
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
、
実
見
し
た
も
の
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
た
も
の
を
合
わ
せ
て
、
寛
文
版

は
三
種
、
天
和
版
は
九
種
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。

　

は
じ
め
に
寛
文
版
の
巻
ご
と
の
挿
絵
の
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

巻
一
・
十
六
図
、
巻
二
・
十
二
図
、
巻
三
・
十
六
図
、
巻
四
・
十
二
図
、
巻
五
・
十
二
図
、
巻
六
・
十
図

　
　

巻
七
・
十
四
図
、
巻
八
・
十
図
、
巻
九
・
十
六
図
、
巻
十
・
十
二
図
、
巻
十
一
・
十
六
図
、
巻
十
二
・
十
四
図

　

寛
文
版
は
、一
巻
に
十
図
以
上
の
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。國
學
院
本
の
挿
絵
は
一
巻
に
四
図
と
い
う
場
合
が
多
く
、も
っ

と
も
多
く
て
七
図
（
巻
一
）
し
か
な
い
た
め
、
寛
文
版
と
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
。
寛
文
版
は
今
の
と
こ
ろ
三
種
し
か
調
査
で
き
て
い

な
い
が
、
挿
絵
の
入
る
順
序
や
一
巻
の
挿
絵
の
数
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。                

　

一
方
の
天
和
版
は
、
九
種
調
査
し
た
結
果
、
刷
り
ご
と
に
挿
絵
の
数
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
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（
※
）Ｄ
本
：
巻
二
…
10
図
の
う
ち
、
2
図
は
巻
十
一
の
挿
絵
。

　
　
　
　
　

巻
七
…
10
図
の
う
ち
、
2
図
は
巻
八
の
挿
絵
。

　
　

Ｇ
本
：
巻
十
…
4
図
す
べ
て
、
巻
九
の
挿
絵
。

　
　

Ｉ
本
：
巻
八
…
4
図
の
う
ち
、
2
図
は
巻
七
の
挿
絵
。

　

前
半
の
三
種
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
の
よ
う
に
、
寛
文
版
と
同
じ
数
の
挿
絵
を
有
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
全
巻
に
亘
っ
て
寛
文

版
の
挿
絵
を
抄
出
し
て
お
り
、
刷
り
ご
と
に
挿
絵
の
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
の
数
は
十
図
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

も
っ
と
も
少
な
い
も
の
で
一
巻
に
二
図
し
か
入
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
寛
文
版
の
挿
絵
を
抄
出
す
る
に
当
た
っ
て
選
ん
だ
場
面
に
必

巻
一

巻
二

 

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

 

巻
七

巻
八

巻
九

巻
十 

巻
十
一
巻
十
二

Ａ
本

16

12

16

12

12

10

14

10

16

12

16

14

Ｂ
本

16

12

16

12

12

10

14

10

16

12

16

14

Ｃ
本

16

12

16

12

12

10

14

10

16

12

16

14

Ｄ
本

10
　

10
※

10

10

8

10
　

10
※

8

10

8

8

10

Ｅ
本

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

6

8

Ｆ
本

4

6

6

4

2

2

6

欠

4

4

2

6

Ｇ
本

4

4

4

4

4

4

4

4

4
　

4
※

4
　

4
※

Ｈ
本

4

3

4

4

4

4

3

4

4

4

4

4

Ｉ
本

4

4

4

4

4

4

2
　

4
※

4

4

4

4
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然
性
は
な
い
よ
う
で
、「
那
須
与
一
の
事
」
や
「
灌
頂
巻
」
な
ど
の
有
名
な
場
面
を
取
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
寛
文
版
は
挿
絵
の

入
る
順
序
に
乱
れ
は
見
ら
れ
な
い
が
、
天
和
版
は
挿
絵
の
入
る
順
序
に
乱
れ
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｉ
本
の
例
の
よ
う
に
、

挿
絵
の
入
る
場
所
を
誤
る
と
い
っ
た
錯
簡
も
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る
。

　

國
學
院
本
に
目
を
向
け
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
挿
絵
の
数
は
一
巻
に
四
図
と
い
う
例
が
多
く
、
一
番
多
く
て
巻
一
の
七
図
で
あ
る
。

こ
の
数
は
天
和
版
の
Ｄ
本
以
降
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
巻
一
に
は
巻
二
「
烽
火
の
事
」、
巻
十
一
「
大
臣
殿
誅
罰
の
事
」

の
挿
絵
が
誤
っ
て
入
っ
て
お
り
（《
挿
絵
場
面
一
覧
》
参
照
）、
こ
れ
は
天
和
版
の
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｉ
本
と
同
じ
現
象
が
起
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
共
通
点
を
ふ
ま
え
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
國
學
院
本
は
寛
文
版
よ
り
も
天
和
版
を
典
拠
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考

え
る
ほ
う
が
妥
当
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
挿
絵
の
数
の
違
い
や
錯
簡
は
、
國
學
院
本
の
段
階
で
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、
國
學
院
本
に
複
数
見
ら
れ
る
空
白
箇
所
、
こ
れ
が
制
作
当
初
か
ら
あ
っ
た
も

の
な
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情
で
挿
絵
が
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

8
（

。

　
　

三
、
國
學
院
本
の
位
置
づ
け
・
ま
と
め

　

奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
は
、
國
學
院
本
を
含
め
て
、
今
の
と
こ
ろ
十
二
点
の
現
存
が
知
ら
れ
て
い
る（

9
（

。
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・
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
（
十
二
帖
）

　
　
　

・
真
田
宝
物
館
蔵
本
（
三
十
帖
）

　
　
　

・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
本
（
二
十
四
帖
）

　
　
　

・
明
星
大
学
図
書
館
蔵
本
（
十
帖
・
巻
一
、十
二
欠
）

　
　
　

・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ゲ
ス
ト
文
庫
蔵
本
（
三
十
帖
）

　
　
　

・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
本
（
二
帖
。
巻
一
と
巻
十
七
の
み
）

　
　
　

・
旧
島
津
家
本
（
三
十
帖
）

　
　
　

・
洛
東
遺
芳
館
蔵
本
（
二
十
四
帖
）

　
　
　

・
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
（
二
十
八
帖
・
巻
十
八
、二
十
欠
）

　
　
　

・
永
青
文
庫
蔵
本
（
三
十
六
冊
）

　
　
　

・
平
成
二
十
三
年
十
一
月
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
出
品
本
（
三
十
帖
）

　
　
　

・
姫
路
酒
井
家
伝
来
本
（
二
十
四
帖
）

こ
れ
ら
の
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
の
特
徴
に
つ
い
て
出
口
久
徳
氏
は（

（1
（

、

　
　

 （
奈
良
絵
本
の
）
絵
の
表
現
は
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
版
本
で
あ
る
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
版
と
の
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
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が
考
え
ら
れ
る
本
が
い
く
つ
か
あ
る
。
す
べ
て
の
図
に
つ
い
て
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
①
真
田
本
や
②
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
本
、
③
島
津
本
、
④
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
、
⑤
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
本
な
ど
は
、
当
該
版
本
と
の
直
接
的
典
拠
関
係
は
不
明
な
が
ら
、

明
暦
版
的
な
絵
画
を
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
の
多
く
が
明
暦
版
の
挿
絵
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ど
の
奈
良
絵
本
も
明
暦
版
の
挿
絵
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
構
図
が
近
い
と
言
え
る
程
度
の
関
係
で
し
か
な
い
。
ま

た
松
尾
葦
江
氏
は
、
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
同
士
の
関
係
や
今
後
の
課
題
と
し
て（

（（
（

、

　
　
　

 

①
～
⑨
の
う
ち
、
⑦
（
稿
者
注
：
永
青
文
庫
本
）
は
ま
っ
た
く
画
風
が
異
な
り
、
①
（
稿
者
注
：
明
星
大
学
本
）
も
背
景
の
描
き

方
な
ど
か
ら
み
て
、
別
種
と
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
だ
。
そ
れ
に
対
し
、
②
③
④
⑤
⑥
⑨
（
稿
者
注
：
洛
東
遺
芳
館
本
、

旧
島
津
家
本
、
真
田
本
、
神
奈
川
歴
博
本
、
白
百
合
女
子
大
本
、
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
本
）、
そ
れ
に
⑧
（
稿
者
注
：
國
學
院
本
）

と
⑩
（
稿
者
注
：
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
奈
良
絵
本
『
源
平
盛
衰
記
』）
も
極
め
て
近
い
画
風
を
示
し
、
同
じ
工
房
で
の
制
作

か
絵
師
の
共
通
性
を
想
定
で
き
そ
う
な
関
係
に
あ
る
。
⑥
（
稿
者
注
：
白
百
合
女
子
大
本
）
は
惜
し
い
こ
と
に
大
半
の
絵
が
剥
が

さ
れ
て
失
く
な
っ
て
い
る
が
、
残
っ
て
い
る
絵
（
僧
侶
や
災
害
場
面
な
ど
）
を
見
る
と
共
通
性
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。
⑨
（
稿

者
注
：
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
本
）
も
何
枚
か
絵
が
抜
か
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
絵
本
と
版
本
挿
絵
と
の
関
係
や
制
作
事

情
、
原
作
本
文
の
受
容
態
度
な
ど
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
奈
良
絵
本
の
諸
本
の
状
況
の
中
で
、
挿
絵
・
本
文
と
も
に
、
典
拠
と
し
た
版
本
の
系
統
ま
で
特
定
で
き
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る
國
學
院
本
は
、
極
め
て
稀
な
例
と
い
え
る（

（1
（

。
加
え
て
、
典
拠
と
し
た
版
本
が
多
く
の
奈
良
絵
本
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
明
暦
版
で

は
な
く
、
寛
文
版
・
天
和
版
系
統
で
あ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
寛
文
版
・
天
和
版
系
統
の
版
本
の
影
響
下
に
あ
る
奈
良
絵

本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
國
學
院
本
は
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
の
制
作
事
情
や
制
作
過
程
の
一
端
を
示
す
貴
重

な
伝
本
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

注

　
（
1
） 　

現
存
す
る
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
の
ほ
と
ん
ど
が
列
帖
装
で
あ
る
。
ま
た
、
國
學
院
本
と
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
本
、
真
田
宝
物
館

本
は
表
紙
寸
法
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
（
2
） 　
『
平
家
物
語
大
事
典
』「
楠
美
家
」
項
（
薦
田
治
子
氏
執
筆　

東
京
書
籍　

平
成
22
年
）
参
照
。

　
（
3
） 　
『
平
家
物
語
大
事
典
』「
絵
画
」
項
（
出
口
久
徳
氏
執
筆　

東
京
書
籍　

平
成
22
年
）
を
基
に
作
成
し
た
。

　
（
4
・
5
） 　

出
口
久
徳
氏
「
寛
文
期
の
『
平
家
物
語
』
―
寛
文
十
二
年
版
『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
文
学
』
51
―
10　

平

成
14
年
10
月
）

　
（
6
） 　

本
文
の
引
用
は
、
寛
文
版
を
底
本
と
す
る
、
佐
藤
謙
三
校
注
『
角
川
文
庫　

平
家
物
語
』（
角
川
書
店　

昭
和
34
年
）
に
よ
る
。

　
（
7
） 　

た
だ
し
、
國
學
院
本
の
巻
七
～
九
は
章
段
番
号
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
巻
七
～
九
は
他
巻
と
筆
跡
が
異
な
っ
て
お
り
、
筆
跡
の
違
い
と
章

段
番
号
の
欠
落
に
は
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
目
録
丁
の
章
段
番
号
は
延
宝
五
年
版
系
統
や
元
禄
十
一
年
版
に
も
確

認
で
き
る
。

　
（
8
） 　

國
學
院
本
の
空
白
箇
所
に
す
べ
て
挿
絵
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
寛
文
版
の
挿
絵
の
数
と
は
一
致
し
な
い
。

　
（
9
） 　

十
二
点
の
う
ち
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ゲ
ス
ト
文
庫
蔵
本
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
本
、
洛
東
遺
芳
館
蔵
本
、
白
百
合

女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
、
姫
路
酒
井
家
伝
来
本
は
未
見
。

　
（
10
） 　
『
平
家
物
語
大
事
典
』「
絵
画
」
項
（
出
口
久
徳
氏
執
筆　

東
京
書
籍　

平
成
22
年
）
参
照
。

　
（
11
） 　

松
尾
葦
江
氏
「
平
家
物
語
と
絵
画
資
料
研
究
―
國
學
院
大
學
所
蔵
資
料
を
中
心
に
―
」（『
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
4　

平
成
24
年
3
月
）
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（
12
） 　

永
青
文
庫
本
の
本
文
は
、
語
り
本
系
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
、
葉
子
十
行
本
を
基
に
し
て
い
る
。
挿
絵
は
、
他
の
奈
良
絵
本
や
版
本
と
著
し

く
画
風
が
異
な
っ
て
い
る
。

《
使
用
画
像
一
覧
》

　

・
明
暦
二
年
版
…
國
學
院
大
學
日
本
文
学
資
料
室
本
〔
九
一
三
・
四
五
／
Ｈ
五
一
〕

　

・
寛
文
二
年
版
…
國
學
院
大
學
日
本
文
学
資
料
室
本
〔
九
一
三
・
四
五
六
／
一
～
一
二
〕

　

・
寛
永
三
年
版
…
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
〔
貴
一
二
八
五
～
一
二
九
六
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
全
巻
の
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。
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《
参
考
画
像
一
覧
》

國學院本①

明暦版③

寛文版②
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國學院本④

明暦版⑥

寛文版⑤
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國學院本⑨

國學院本⑦

寛文版⑩

寛文版⑧
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國學院本⑬

國學院本⑪

寛文版⑭

寛文版⑫
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明暦二年版

國學院本

寛永三年版

寛文十二年版

《
本
文
比
較
画
像
一
覧
》
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（
※
） 画
像
は
右
か
ら
、
國
學
院
本
、
寛
文
十
二
年
版
、
明
暦
二

年
版
。

國

國國

國國 寛

寛寛

寛寛 明

明明

明明
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《
挿
絵
場
面
一
覧
》

巻

番
号

章
段

内
容

巻
一

①

殿
上
の
闇
討
の
事

忠
盛
、
鞘
巻
を
差
し
て
参
内
す
る
。

②

殿
上
の
闇
討
の
事

家
貞
、
殿
上
の
小
庭
に
控
え
る
。

③

妓
王
の
事

仏
、
妓
王
の
庵
に
参
上
す
る
。

④

殿
下
の
乗
合
の
事

藤
原
基
房
、
牛
車
で
御
出
す
る
。

⑤

烽
火
の
事
（
巻
二
）

重
盛
、
自
邸
に
軍
兵
を
集
め
る
。

⑥

殿
下
の
乗
合
の
事

資
盛
一
行
、
鷹
狩
の
帰
り
。

⑦

大
臣
殿
誅
罰
の
事
（
巻
十
一
）

宗
盛
、
本
性
房
湛
豪
と
対
面
す
る
。

巻
二

①

西
光
が
斬
ら
れ
の
事

成
親
、
清
盛
邸
に
連
行
さ
れ
る
。

②

西
光
が
斬
ら
れ
の
事

西
光
、
清
盛
を
面
罵
す
る
。

③

卒
塔
婆
流
し
の
事

康
頼
と
成
経
。

④

阿
古
屋
の
松
の
事

実
方
、
老
翁
に
松
の
場
所
を
尋
ね
る
。

巻
三

①

頼
豪
の
事

頼
豪
、
白
河
天
皇
と
対
面
す
る
。

②

有
王
が
島
下
り
の
事

有
王
、
俊
寛
と
再
会
す
る
。

③

医
師
問
答
の
事

重
盛
、
熊
野
を
参
詣
す
る
。

④

法
印
問
答
の
事

安
倍
泰
親
、
地
震
を
占
う
。

巻
四

①

厳
島
御
幸
の
事

高
倉
院
、
厳
島
に
御
幸
す
る
。

②

厳
島
御
幸
の
事

高
倉
院
、
後
白
河
法
皇
と
対
面
す
る
。

③

高
倉
の
宮
園
城
寺
へ
入
御
の
事

以
仁
王
、
女
装
し
て
川
を
渡
る
。

④

競
が
事

競
、
館
に
火
を
か
け
る
。

巻
五

①

月
見
の
事

徳
大
寺
実
定
、
大
宮
邸
を
尋
ね
る
。

②

物
怪
の
事

馬
の
尾
に
鼠
が
巣
を
作
る
。

③

勧
進
帳
の
事

文
覚
、
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
る
。

④

五
節
の
沙
汰
の
事

福
原
新
内
裏
の
様
子
。

巻
六

①

紅
葉
の
事

高
倉
天
皇
、
落
葉
を
燃
や
し
た
下
役
人
を
咎
め
ず
。
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※
全
49
図
。
す
べ
て
半
葉
。

②

紅
葉
の
事

高
倉
天
皇
、
女
の
童
に
衣
を
与
え
る
。

③

小
督
の
事

仲
国
、
小
督
の
も
と
を
尋
ね
る
。

巻
七

①

竹
生
島
詣
で
の
事

経
正
、
竹
生
島
を
指
さ
す
。

②

木
曽
の
願
書
の
事

大
夫
坊
覚
明
、
願
書
を
読
む
。

③

忠
度
都
落
の
事

忠
度
、
俊
成
邸
の
門
を
た
た
く
。

④

経
正
の
都
落
の
事

経
正
、
仁
和
寺
御
室
に
青
山
の
琵
琶
を
返
す
。

巻
八

①

山
門
御
幸
の
事

義
仲
・
行
家
、
後
白
河
法
皇
と
対
面
す
る
。

②

名
虎
の
事

名
虎
・
善
男
の
相
撲
節
。

③

太
宰
府
落
ち
の
事

清
経
の
入
水
。

④

征
夷
将
軍
の
院
宣
の
事

頼
朝
、
院
宣
を
受
け
取
る
。

巻
九

①

木
曽
の
最
期
の
事

巴
、
御
田
師
重
の
首
を
ね
じ
切
る
。

②

木
曽
の
最
期
の
事

義
仲
の
最
期
。

③

二
度
の
駆
け
の
事

梶
原
景
時
、
大
童
姿
の
景
季
の
も
と
へ
駆
け
寄
る
。

④

敦
盛
最
期
の
事

敦
盛
と
直
実
。

巻
十

①

内
裏
女
房
の
事

重
衡
、
内
裏
女
房
と
対
面
す
る
。

②

海
道
下
り
の
事

重
衡
、
関
東
へ
下
向
す
る
。

③

千
手
の
前
の
事

重
衡
と
千
手
前
と
狩
野
介
宗
茂
。

④

横
笛
の
事

横
笛
、
滝
口
入
道
を
訪
ね
る
。

巻
十
一

①

那
須
与
一
の
事

与
一
、
扇
を
射
る
。

②

嗣
信
最
期
の
事

嗣
信
、
教
経
に
射
ら
れ
る
。

③

大
臣
殿
誅
罰
の
事

宗
盛
と
頼
朝
と
比
企
能
員
。

巻
十
二

①

重
衡
の
斬
ら
れ
の
事

重
衡
、
大
納
言
佐
と
対
面
す
る
。

②

紺
搔
の
沙
汰
の
事

頼
朝
、
文
覚
か
ら
義
朝
の
首
を
受
け
取
る
。

③

土
佐
坊
斬
ら
れ
の
事

昌
俊
、
起
請
文
を
書
く
。

④

六
代
の
事

六
代
、
熊
野
を
参
詣
す
る
。


